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ク シ ョ ッ プデザイ ン

近年、複雑化する社会問題の解決や企業活動の 方向性

を検討する手段として、利害関係者の多くが参加する

対話型ワーク シ ョ ソ プが注目されて い る。
一
部の専門

家や リ
ーダーが トッ プダウン的に方向性を示すの で

は なく、利害関係者を検討 の プ ロ セ ス に巻き込む こ の

方法は、  協調的な問題解決が可能 とな る、  知識 の

変革に つ なが る、  組織 の 変革につ なが る、とい う3

つ の 効果があ る と言われて い る （中原 ・長岡2009 ）。

しか しな が ら、対話型 ワーク シ ョ ッ プの行動産物で あ

る 「提案」 が、具体的に どの よ うな発話プ ロ セ ス を経

て形成 され るの か は十分検討されて お らず、実際の 行

動デー
タに基づ く効果 の 検証 が必要で あると言える 。

　　　　　　　　　目的と方法

本研究は 、組織開発 の コ ン サル テ ィ ン グと して 実施 さ

れ た 対話型 ワーク シ ョ ッ プ に お い て、当事者で あ る従

業員が 自ら組識改善の 方略を話し合い
、

「提案」 とし

て 採択する
一
連 の 過程を行動観察により定量的、具体

的に明らかにす るとともに、そ の 効果お よび機能に つ

い て 示唆を得 る こ とを目的とする。

　対象者　組織改善を検討 ・実施するプ ロ ジ ェ ク トに

選抜 され た訪問介護事業企業に従事する中間管理職

者 （サービス 提供責任者）7名。

　コ ン サル テ ィ ングの 内　 ・方法　コ ン サル テ ィ ン グ

は、組織改善の専門家主導で はなく、  その 当事者が

対話型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プに よっ て 組織の 強 み を発見 し、

  現在の組織に 必 要な改善提案をお こ ない 、  そ の 提

案内容の具体化、  実行と  振 り返 りをお こ な うとい

う方針で実施 された 。 分析対象 と した の は   の 対話 型

ワ
ー

クシ ョ ッ プ （以下WS ）で あり、それに先駆 けて、

  の組織 の 強みを発 見す る対話型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ と

『正 の 強化』をテ
ー

マ とする小講演が実施された。そ

の 後、  の WS が お こ なわ れ、対話テ
ー

マ は 『次の 3

つ が同時に実現で きる
“
事業ア イデア ・プ ロ ジェ ク ト

ア イデア
”

を考える。 （i）利用者のQOL拡大 、 （li）自

分たち （従業員）の キ ャ リア ア ッ プ、（丗）会社 の ブラ

ン ド向上』と した。対話の 手続きは、1テー
ブル 3名 あ

るい は4名 とし、対話時間は、1回30分 として2回お こ

な っ た。なお、2回目はメ ンバ ー
を
一

部交代 し、情報

の 共有がお こ なわれるように デザイ ン した。2度の 対

話の 後、初回 の テーブル メ ン バ ー
に より25分で模造紙

に ま とめ、各 テ
ー

ブル 10分で 「発表 」 をお こ な っ た。

　　　　　　　　　結果と考察

2度の WS を経た 「発表」 で は 、
い ずれ の テーブル か ら

も組織改善の ためには 、 『現場 リ
ーダー

の 設置』が 必

要で あるとの 提案がお こなわれたが、そ の 提案に至る

WS の プ ロ セ ス は、図 1の ように 『現場 り
一ダー』に 関

する発話が、テ
ーブル   では後半に、テ ーブル   で は

前半に長 く連鎖 して い た。
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　 　 　 　 　 WS 内の各テ
ーブル における発話 プロセ ス

WS 参加者全員が、　WS の 前後どちらか に お い て、こ

の 連鎖を経験 して い る こ とか ら、提案行動に は、当事

者の 発話 の 連鎖が影響 して い る こ とが考えられ る。ま

た、当事者以外か らの 誘導なしで 自発、連鎖 した発話

が、当事者に とっ て強化力の 高い もの とな っ て提案に

っ なが っ た と考え られ 、WS で 出され た提案内容 は、

後 日、当事者に よ っ て 自主的 に複数回検討 され、組織

改善案と して 正 式 に提案され 、 実行に移 され た。
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